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   文  厭

目

 襲二条ハ各種動物正常一血清ノ人血球二対スル凝集便パ’型的差異」二闘スル研究ヲ志シ，此

ノ「型的差異」テ目標トシテ動物正常．血清ノ分類ヲ試ミ既二牛血清工1〕，海狡血清ω，白鼠血清

（3…二問スル研究ノ結果八本誌上二獲表シタトコロデアル．本篇二於テハ家兎血清二就テ試ミ

タ威綾テ既報ト同様ノ立場カラ論ジテ見ヨウド思フ．

 家兎血清ガ人血球二対シテ異種血球凝集作用ラ呈スル事ハ既二1921年Hooker andAnder－

son｛4）ガ1例ノ家兎二就チノ研究1チ報告シ，次デ白井三郎ω，深町穂積（帥，吉村利雄（7）等，

金澤欝大法警學教室二於デモ岸孝義（帥，上適清一㈹爾博士ノ業績ガ護表サレテ届ル．熱シ

テ家兎血清ノ人血球二対スル異種血球凝集素ノ凝集慣ノ「型的差異」テ目標トシテ，家兎血液

テ血清ノ立場カラ分類セラレタ人二宮崎捨吉博士UO〕ガアル．

 余ハ水美登利博士ト共二家冤血液ノ同種血球凝集反廠二關スル研究二従事シ，其際正常家

兎血清ハ殆ンド凡テ人血球二勤スル異種血球凝集素ラ含有スル事テ認メ，且ツ「型的差異」チ

目標トシテ家兎血清テ5種類二分類シダ事ハ昭和5年ユO月北陸磐學曾（11及12）二於テ褒表シ

ダ．其後更二機禽アル毎二調査ヲ重ネ，50例ラ得タノデ麦二簡章二報告ショウト思フ．

第二章 賓 験 方 法

血清 正溌家兎ノ耳縁静脈テ穿刺シ，滴下スル血液チ試験管二採取シ，室温二放置シテ血蒲ヲ分離シ，

之ヂ遠心磯二装置シテ蒲澄ナ血清チ得，之チ瞬氏56度ノ温浴中ニテ30分間加温シ非働性トナシテ實験二供
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シダ．

 血球 豫メ1．5％ノ割二絢糠酸曹建チ加ヘタ生理的食麗水ニテ凝固チ防ギ，之テ1回生理的食麗水ニテ

洗瀞シ，1％ノ血球生理的食麗水浮游ヂ作ツチ使用シダ．血球八種々ナル條待ニコル被凝集慎ノ減退ヂ防

グタメ必ズ新鮮ナモノチ使用シダ．衡文人血球ノ動物虹清二鐵スル被凝集性ハ假合同一型ノ血球テ“モ個人

的差異ガアルカラ各型人血球ハ必ズ2人以．ヒノモノテ用ヒテ實験テ行ヒ，表二示ス凝集僚ハ英ノ平均値テ

言日載シタモノデーアル．

凝集反騰凝集反騰検査州第一報ト全グ同様ノ賢験方法及實験澁意ノ下二行ヅタノデ鼓烏ハ省略スル・

第三車費験 成 績

第一節 家兎血清ノ各型人血球二対スル凝集贋

 第1表乃至第5表二示シダ様二総数50匹ノ正常家兎血清ノ各型人血球二割スル凝集慣テ検

査シダ繍果，内1匹（2％）八人血球二対シテ凝集素デ金ク含有シナカツタガ残織ノ49匹ハ多

少共人血球二対シテ凝集作用ヲ呈スル事テ認メタ．郎チ正常家兎血清ハ殆ンド凡テ人血球二

勤スル異種血球凝集素テ含有スルト君フ事費テ今回ノ實験二於デモ…登明シ得タモノト思ブ．

而シテ英ノ凝集程度ハ最高32倍稀耀血清迄凝集反確陽性ノ程度デアツタ．更二49匹ノ家兎血

清中各型人血球二鄭シテ略奪シイ凝集慨ヲ示スモノガ22例（総数ノ44名）アルガ，特二或ルー

走ノ1型ノ人血球二対シテハ血球ノ被凝集一睡ノ個人的差異テ逓二凌駕シテ「型的差異」テ示スモ

ノガ27例（54劣）アル．

 如斯「型的差異」テ目標トシテ正常家兎血清テ分類シテ見ルト次ノ様ニナルノデアル．

 第一類 各型人血球二対シテ略等シイ程度ノ凝集腰ヲ示スモノ（第1表）．

 之ノ型二麗スル血清ノ1例テ表示スルナラバ第6表1二示ス如キモノデアツテ期様ナ血清

ハ22匹デ総藪50匹二対シテ44％二相営スル．

 第二類Aレツェフトール」テ有スル人血球二対シテノミ比較的高イ凝集贋ヲ示スモノ（第

2表）．

 之ノ型二麗スル血清ノ1例テ學ゲルナラバ第6表II二示ス如ヰモノデアル．斯様ナ血清

ガ7例アツテ総数50匹二対シテ14％二相窟スル．

 第三類 Bレツェフトール」テ布スル人血球二部シテノ～0型及A型人血球二対スルヨ

リモ梢高イ凝集便テ示スモノ（第3表）。

 斯礒ナ血清ノI例ヲ撃ゲルナラバ第6表III二示ス如キモノデアツテ之ノ型二麗スルー血清

カ．6伊皿ラざ赤患婁1近50I四二塁Jシテエ2ヌ6二桐］賞スノレ．

 第四類 O型人血球二対シテノミ低イ凝集贋ヲ示シ，他ノA型，B型，AB型人血球二対

シテハ高イ凝粂慣テ示スモノ（第4表）．欺穣ナ血清ノA型及E型血球二対スル凝集贋八大

差無イ様二思ハレルガA型血球二淘シテハ筒幾分高イ凝集贋テ示ス榛二思バレル．之ノ型

魔スール血清ノエ側ヲ示スナラバ第6表IV二示スガ如キモノデアツテ斯様ナ血清ハ11例デ纏

籔50匹ノ22％二相當スル．
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第五類0型及B型人血球二対シテ，A型人血球二勤スルヨリモ梢高イ凝集贋テ示スモ

ノ（第5表）．此ノ場合二於ケル凝集贋ノ「型的塞異」ハ饒リ顕著デハナイ．

       第 工表 各型人血球二略等シイ凝集便テ示スモノ

凝 集 便 凝 集 便
○型 A型 ・型i・聰 ○型 A型 弼型 AE型

57 32 32 32 32 11 4 4 4 4

G9 32 32 32 32 F24 4 4 4 4

F48 16 16 16 16 80 4 4 4 4

3 8 8 8 8 B48 4 4 4 4

4 8 8 8 8 50 4 4 4 4

D4 8 8 8 8 瑚9 4 4 4 4

8 8 8 8 8 31 2 2 2 2

6 8 8 8 8 64 2 2 2 2

65 8 8 8 8 43 2 2 2 2

99 8 8 8 8 39 2 2 2 2

G4 4 4 4 4 30 2。 2 2 2

第2表Aレツェブトール」テ有スル

 人血球二高イ凝集贋ヲ示スモノ

1 凝 集便
1・型 A型 鴉型 AE型

1 8 32 8 ユ6

1O 8 16 8 16

2 8 16 8 16

28 4 16 4 16

49 4 16 4 16

嘔99 4 工6 4 16

C3 4 8 4 8

第3表皿レッエブトル」テ有スル

 人血球二高イ凝集債テ示スモノ

凝  集  僚

・型1・型 lB型 AB型

C10 8 8 16 16

95 4 4 16 16

97、 2 2’ 16 16

69 4 4 8 8

84 O 0 8 8

32 0 O 4 4

… 一

第4表O型人血球ニノミ低イ凝

   集贋テ示スモノ

凝 集 慣
0型 A型 B型 AB型

7 8 32 32 32

22 2 32 16 32

33 2 32 16 32

5 O 16 16 16

98 2 16 16 16

H6 O 16 8 16

66 2 8 8 8

I－10 2 8 8 8

lB＿50 2 8 8 8

9 O 4 4 4

丑＿28 O 2 2 2

第5表A型人血球ノミニ低イ凝

   集贋ラ示スモノ

凝  集  慣

・型1 A型 ［・型i・理

46

f95
R5

32

P6

W

16

S4

32

P6

W

32

P5

W

之ノ型二厩スル血清ノエ例テ示スナラバ第6表V二示ス如キモノデァノレ．斯様ナ血清ガ

3例デ縄敷50匹二封シテ6％二和営スル．
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第 6 表

血清時 家兎血 人 血清稀繰借敬
性二…1

蒲番號
血

ル分類 球 248163264
0 什冊甘十十 一

A 冊糾什十十 一

I型 第57號
I…

糾冊甘十十 一

A1B 榊柵十千十十 一

O
冊。。。1一一一

A 冊糾什  一II型 第1號
1B

料井十   一
AB 拙冊十十十 一      i

0 什十 一      一      一      口

A 料十 一   ，   一     一

In型 第g5號
把

糾冊せ十 一      ■

＾B 冊什十十十 一     一

0 拙什・」 一

A 柵糾什什十 一
IV型 第7號

理

柵俳料什十 一

A丑 糾拙什→十 ，

O 糾舳・i一一
A 甘十一一一一V型 第G95號
B 拙什什十 一   一

AB 排榊件十 一   一

I75

 以上ノ如ク家兎血清ノ各型人血球二部

スル「型的差異」テ目標トシテ家兎血液

テ分類スル時ハ5型二分類スル事ガ閉來

ル．

  第二節 正常家兎血清中二人

   血球ノ型特異種血球凝集

   素ガ含有セラレテヰルカ

 前節二於テ述ベタ穣二，正常家兎血清

ノ各型人血球二対スル凝集｛費八人血球ノ

型ノ異ルニ從ツチ著明二「型的差異」テ星

スルコトハ正常家兎血清ガ人血球二野ス

ル種族特異僅異種血球凝集素チ育スル以

外二愉人．血球ノ型特異性異種血球凝集素

チ含有スルモノデアル事テ推定セシメル

ノデアツテ，余ハ嚢二水博士ト共二之二

關シテ系統的二検索テ進メタノデアッ

タ．副チ正常家兎血清テ各型人血球テ貝

テ吸着試験テ試ミ，吸着後ノ上清二就テ

再ビ各型人血球二対スル凝集反騰テ検＝杳…

シダ結果，正常家兎血清八人一血球二対シ

テ種族特異性異種血球凝集素テ含有スル

ト同時二或ル種ノ家兎血清二於テハ

 i．人血球ノAレッエブトール」二対ス

ル特異惟ノ異極血球凝集素テ有スルモノ

（・’）．

 2．人血球ノBレツェフトール」二対スル特異性ノ異種血球凝集素テ含有スルモノ（β’）．

 3．人血球ノAレツェプド・ル」二対スル型特異性異種血球凝集素トEレツェフトール」二

軸スル型特異性異種血球凝集繁トラ併有スルモノ（α’β’）．

 4．人血球ノAレツェフトール」或ハ正；レツェフトール」二対スル特異性異種血球凝集素ノ

葉ノ何レテモ含有シナイモノ（o）．

等ノ血清ノアル事テ確護シ得タノデアル．

第四革 緒   論

以上述ベタ實験戒綾二基テ緒論スルニ

正常家兎血清ハ殆ンド凡テ人血球二対スル異種血球凝集素テ含有シテ届ル．副チ余ノ検査
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シダ50匹ノ家兎二於テ49四ハ多少共人血球二対シテ凝集作用テ星スル事テ認メタ．英レト同

時二或ル種ノ家兎血清二於テハ人血球ノ型ノ異ルニ從ツチ可成リ著明二「型的差異」一ヲ赤スモ

ノガアル事テ諸メタ．而シテ之等ノ血清ガ人血球二対シテ「型的差異」テ承ろ理由ハ正常家兎

血清中ニハ人血球ノAりエブドール」二対スル物異性凝集素（α二似タ〆），或ハBレツェフ

トール」二対スル特異性凝集素（β二似タβ’），叉ハAレツェフトール」及Bレツェフトル」二

靭スル特異性凝集素テ併有スルモノ（・・β・）ガアル馬デアツテ共等ノ特異性凝集素ノ存否如何

ニヨツテ凝集贋ノ「型的差異」ヲ生ズルノデアル．雌ノ「型的塞異」ヲ目標トシテ分類スル時

八家兎血液ハ血清ノ立場カラ5型二分類スル事ガ出來ル．50匹ノ家兎血清二就テ之テ絵シク

結果

 第一類 各型人血球二列シテ略同程度ノ凝集贋ヲ示スモノ22匹（総藪50匹二勤シテ4批）

．（o型）．

 第二類 Aレッエブトール」テ有スル人血球ニノミ高イ凝集贋テ示スモノガ7匹デ14％

（α’型）．

 第三類 Bレッエブトール」テ有スル人血球ニノミ高イ療集腰テ示スモノガ6匹デψ％

（β’型）．

 第四類O型人血球ニノミ低イ凝集便テ示シ，他ノ型ノ血球二勤シテハ高イ凝集贋テ示ス

モノハu匹デ22％（α・β・型）．

 第五類 O型及1B型人血球二対シテハ，A型人血球二対スルヨリモ梢高イ凝集慣ヲ示ス

モノカ’3匹デ6．％．

 以上ノ如ク5型二分類スル事ガ出來タ．
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